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　本研究では，体育授業における学業的援助要請と失敗観の関係に生徒の勤勉さの違いがどのような影響を与えるのか
について検討することを目的とした．中学生対象に体育勤勉性尺度，自律的・依存的援助要請尺度，失敗観尺度からな
る質問紙を実施し，欠損がなかった 1216 名（男子 607 名，女子 609 名，平均年齢 13.1 歳± 0.9 歳）を分析対象とした．
独立変数を学業的援助要請，従属変数を失敗観とし，それらの影響は調整する要因に勤勉さを位置づけたモデルを設定し，
多母集団同時分析を行った．勤勉さ得点の群分けを平均値± 0.5SDの式を用いて，勤勉さ高群（18 ～ 20 点），中群（15



































































































































　兵庫県下の中学校 5 校に在校する中学生 1235 名で
あった．分析には，調査時に欠席していた者及び回答
に欠損があった者を除いた 1216 名（男子 607 名，女子
609 名，平均年齢 13.1 ± 0.9 歳）とした．
2 ）調査時期




























4 項目の計 11 項目であった．回答方法は，各項目につ
いて「よくあてはまる」（5 点）から「ほとんどあては








の発生可能性」6 項目の計 24 項目を用いた．回答方法は，
各項目について「常にそう思う」（5 点）から「全くそ










する．モデルの採択の判断は，Goodness of Fit index （以
下 GFI），Adjusted Goodness of Fit Index（ 以 下 AGFI），
Comparative Fit Index （以下 CFI），Root Mean Square Error 
of Approximation （ 以 下 RMSEA），Akaikeʼs Information 
Criterion（以下 AIC）の各適合度指標をもとに行うこと
とし，それらの基準は豊田ほか（1992）と山本（2002），
豊 田（2007） に 倣 い，GFI お よ び CFI は 0.90 以 上，
RMSEA は 0.08 以下，AIC は最も低い値を示したモデル
を採択することとした．有意水準 5% のもと，分析には
統計パッケージの IBM SPSS Statistics22.0 ならびに IBM 








































図2 分析モデル 　 析モデル
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± 0.5SD の式を用いて行った．その結果， 勤勉さ得点が
14.00 点（15.65 点 -1.65 点）以下を勤勉さ低群（得点幅
5 点から 14 点，平均値 =11.92 ± 2.21 点，407 名）とし， 
17.30 点（15.65 点＋ 1.65 点）以上を勤勉さ高群（得点
幅 18 点から 20 点，平均値＝ 19.12 ± 0.83 点，405 名）
とした．そして，残りの者を勤勉さ中群（得点幅 15 点














の結果，高群（25.78 点）が中群（23.79 点，p =.00），
低群（20.71 点，p =.00）よりも有意に高い得点であ















高群（24.35 点）が中群（21.82 点，p =.00），低群（18.11
点，p =.00）よりも有意に高い得点であり，また，中













中群 r =.22，高群 r =.26），失敗のネガティブ感情価に弱
い正の相関（低群 r =.12，中群 r =.18），学習の可能性に



















失敗回避欲求 12.48 6.17 11.30 5.92 9.34 4.88 31.62* 低＞中＞高
失敗からの学習可能性 18.11
6.33
失敗の発生可能性 20.63 5.54 20.79 5.41 21.32 5.45 1.77
5.23 21.82 4.56 24.35 4.31
23.06* 低＞中＞高
依存的援助要請 11.19 3.46 11.18 3.35 10.69 3.99 2.50
失敗のネガティブ感情価 18.68 6.67 17.59 6.26 15.66
Ｆ値 多重比較
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
















12.48 6.17 11.30 5.92 9.34 4.88 31.62*
ら 18.11
6.33
20.63 5.54 20.79 5.41 21.32 5.45 1.77
5.23 21.82 4.56 24.35 4.31
23.06*
11.19 3.46 11.18 3.35 10.69 3.99 2.50
ィ 18.68 6.67 17.59 6.26 15.66
Ｆ
77.77*20.71 5.74 23.79 5.38 25.78 6.34







関（中群 r =.11，高群 r =.10），失敗の発生可能性に弱い
正の相関（中群 r =.11，高群 r =.23）を示した．失敗のネ
ガティブ感情価は，失敗からの学習可能性に弱い負の相
関（高群 r =-.11），失敗回避欲求に弱い正の相関（低群
r =.38，中群 r =.36，高群 r =.24），失敗の発生可能性に弱
い正の相関（低群 r =.16）を示した．失敗からの学習可
能性は失敗回避欲求に弱い負の相関（低群 r =-.25，高群












デルである．2 つのモデルの適合度は表 4 に示すとお
りである．モデル 1 の適合度は GFI=.85，AGFI=.82，
CFI=.90，RMSEA=.03，AIC=.4237.20 であり，モデル
2 よりも AIC が低く，GFI 及び CFI が高かった．
　以上の結果から，勤勉さ低群，中群，高群のモデル
において集団の異質性を考慮することが妥当である
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する .76 .69 .75
質問するときは、自分の考えを先生(友達)に説明する .71 .70 .73
わからないことがあったとき、自分で調べるよりも、先生(友














自分で考えて、どうしてもわからない場合、先生(友達)に質問する .73 .64 .75































パス X1 から X11 は表 5 に示すとおりである．また，


























































































する .76 .69 .75
質問するときは、自分の考えを先生(友達)に説明する .71 .70 .73
わからないことがあったとき、自分で調べるよりも、先生(友














自分で考えて、どうしてもわからない場合、先生(友達)に質問する .73 .64 .75

































































































































































































































文 部 科 学 省（2015） 今 後 の 教 育 課 程 の 在 り 方 に つ
い て．http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/



























造分析 [Amos 編 ] 構造方程式モデリング．東京図書：
74-87．
山本嘉一郎（2002）共分散構造分析とその適用　山本嘉
一郎・小野寺孝義編　Amos による共分散構造分析と
解析事例（第 2 版）．ナカニシヤ出版：1-20．
99
